
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
グ
）
。

岡
山
に
本
部
を
濫
く
ア
ジ

ア
医
師
連
絡
柵
原
会
の
略

歿
内
戦
や
災
害
に
よ
る

難
民
、
被
災
民
ら
の
救
援

医
笙
を
世
界
で
展
開
す
る

岡
山
の
跨
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
。

シ
リ
ー
ズ
企
扁
一
。
国
際
貢

献
パ
ワ
ー
お
か
や
ま
は

勣
く
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
の

報
告
」
は
、
そ
の
活
動
や

岡
山
で
の
支
援
な
ど
紹

介
、
日
本
の
国
際
貢
献
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
る
中

で
、
草
の
根
の
「
地
球
サ

イ
ズ
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
乙

を
考
え
る
。
（
文
中
敬
称

陥
）

　
根
腿
妖
の
迷
型
昂
、
ザ
イ
ー
ル

・
プ
マ
の
夜
を
つ
ん
ざ
い
た
。

　
宿
舎
の
す
ぐ
近
く
。
ザ
イ
ー
ル
兵

の
発
砲
は
一
時
間
も
絞
い
ち
槨
俯

に
乱
入
し
て
き
た
や
・
恚
げ
る
か
、

い
や
、
宿
舎
の
ほ
う
が
安
全
か
。

　
岡
山
市
の
警
世
妬
山
田
緑
（
一
Ｊ
Ｔ

医
蕉
法
人
ア
ス
カ
ふ
Ｔ
の
義
民
救
援

は
、
恐
怖
の
体
験
か
ら
始
ま
っ
ち

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
9
4
邸
か
ら
続
け
る
ル

ワ
ン
グ
晃
民
救
援
医
厭
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
山
田
は
難
民
が
逃
げ
込
ん
だ
隣

国
‘
ゴ
マ
近
郊
の
キ
ブ
ン
バ
キ
ャ
ン

プ
に
派
汲
さ
れ
ち

国
際
貢
献
パ
ワ
ー
お
か
や
ま
は
動
く

ｱｼﾞｱ医師連絡協議会
ＡＭＤＡからの

報告

･ｼﾘｰｽﾞ企画N｡｡1

舞
は
覚
悟
し
て
ぃ
ち
だ
が
現
実
は

想
像
を
超
え
ち

　
山
田
は
日
記
に
こ
う
記
し
凡

　
例
年
８
月
９
日
ゴ
マ
市
は
百
万

人
以
上
の
難
民
の
足
鮮
が
あ
っ
た
。

二
週
間
前
は
死
体
だ
ら
け
だ
っ
た
と

聞
き
、
ソ
ク
ッ
と
し
た
。

　
1
0
日
水
も
電
気
も
な
く
、
聡
の

「
Ｔ
ヒ
ー
も
飲
め
な
か
っ
凡
ゴ
マ

市
か
ら
4
0
♂
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
行

っ
凡
退
衝
す
べ
て
か
死
体
だ
ら
け

だ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
、
ま
た
シ
Ξ
ッ

ク
を
受
け
た
。

　
１
１
日
借
家
の
す
ぐ
近
く
で
ザ
イ

ー
ル
兵
か
発
砲
し
た
。
鳥
肌
だ
ら
け

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
山
田
は
、
医
師
で
米
国
留
守
甲
に

駆
け
付
け
た
渋
谷
健
司
（
一
一
九
）
ら
と
キ

プ
ン
バ
キ
ャ
ン
プ
に
診
療
所
の
テ
ン

ト
珊
晏
急
ぐ
。
町
死
具
。
山
を

な
す
人
糞
の
中
で
の
作
業
だ
っ
た
。

　
山
田
か
微
熱
を
だ
し
た
。
風
邪
と

悲
惨
な
状
況
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
シ

ョ
ッ
ク
か
ら
の
ダ
ウ
ン
。
「
自
分
の

体
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
で
き
な
い
看

護
姉
に
何
か
で
き
る
」
。
渋
谷
の
し

っ
た
に
、
山
田
は
唇
を
か
ん
だ
。

　
８
月
1
7
日
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
Ａ

　
診
擾
隋
を
子
供
た
ち
が
の
ぞ
き
、

ム
ラ
オ
ー
（
こ
ん
に
ち
は
）
と
話
し

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
診
療
か
始
ま
る
。
キ
ャ
ン

プ
で
は
コ
レ
ラ
で
一
日
千
人
も
死
ん

笑
顔
。
山
田
ら
の
心
が
な
ご
む
。

　
８
月
Ｓ
日
。
産
気
づ
い
た
剱
民
女

性
か
静
恵
町
に
駆
け
込
ん
だ
。
待
つ

こ
と
一
時
間
、
ベ
ビ
ー
が
元
気
に
誕

生
。
「
死
」
の
嵐
の
中
で
の
「
新
し

い
生
命
」
。
キ
ャ
ン
プ
が
わ
き
、
現

地
ス
タ
ッ
フ
が
提
案
し
た
。
「
こ
の

子
を
ア
ム
ダ
と
名
付
唸
ぶ
つ
」
。

　
そ
の
日
、
母
親
は
フ
ラ
ン
ス
パ
ン

奎
秀
雄
吟
帰
っ
て
い
っ
た
。

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
1
0
月
に
ゴ
マ
入
り
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
医
師
鎌
田
裕
十
朗
（
一
’
一
九
）
ｎ
茨
城
県

取
手
更
改
1
1
月
３
日
『
ス
タ
ッ

フ
と
い
つ
も
の
よ
う
に
ド
ラ
ッ
ク
で

キ
ブ
ン
パ
キ
ャ
ン
プ
に
入
っ
た
。

　
コ
レ
ラ
は
下
火
と
な
っ
て
い
た
。

だ
か
ル
ワ
ン
ダ
旧
政
府
冪
の
反
攻
が

う
わ
さ
さ
れ
、
不
賢
答
抵
か
流
れ

て
い
た
そ
の
肺
、
事
件
は
節
き
た
。

　
難
民
政
百
人
が
鎌
田
ら
を
止
め
、

車
を
叩
き
運

1
5
石
明
器
ら
降
ろ

す
。
目
か
顛
走
り
「
降
り
ろ
」
と
叫

ぷ
。
銃
を
持
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な

い
。
鎌
田
は
数
珠
を
握
り
齢
め
「
生

き
て
無
り
た
い
」
と
祈
り
な
か
ら
車

か
ら
降
り
た
。

　
皐
を
奪
っ
た
難
民
ら
は
勝
ち
ど
き

を
あ
び
去
っ
た
。
鎌
田
ら
が
難
民
救

扱
で
ゴ
マ
に
い
た
目
筆
塚
員
に
救
出

さ
れ
た
の
は
、
二
時
間
後
だ
っ
た
。

だ
と
言
う
。
赤
痢
に
髄
膜
飛
肺
飛

マ
ラ
リ
ア
も
は
や
っ
て
い
た
。

　
診
旅
所
に
竺
日
五
百
人
以
上
も

押
し
寄
せ
た
。
山
田
は
通
訳
を
介
し

て
諏
状
を
聞
吸
便
を
調
べ
、
薬
を

出
し
た
。
夏
と
言
っ
て
も
朝
晩
は
冷

え
る
。
そ
れ
に
栄
麦
失
調
。
難
民
は

血
便
を
出
し
、
「
ピ
ス
ケ
ッ
ト
を
」

「
毛
布
を
」
と
訴
え
た
。

　
注
射
液
も
ミ
ル
ク
ら
、
何
も
か
も

不
足
し
て
い
る
。
凰
命
の
医
療
活
動

　
奪
わ
れ
た
車
は
ル
ワ
ン
ダ
人
の
所

有
で
、
餌
断
爾
買
だ
っ
た
。
事
件
は

Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
反
感
で
は
な
か
っ
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
は
哨
く
。

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
一
年
半
の
ル
ワ
ン
ダ

難
民
救
援
で
派
遣
し
た
医
師
、
一
腹

　
　
ル
ワ
ン
ダ
内
戦

　
ル
ワ
ン
ダ
は
面
積
約
２
１
６
万
平

々
ｙ
で
、
四
国
の
約
１
・
４
焉
人

□
約
七
百
五
十
万
人
（
9
3
年
）
。
少

数
派
（
１
齢
）
の
ツ
チ
族
か
多
数
派

の
フ
ツ
族
（
９
割
）
を
政
治
的
・
経

済
的
に
長
年
支
配
し
て
き
た
こ
と

で
、
部
族
間
の
抗
争
か
度
々
発
生
。

6
2
年
の
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
の
独
立
に
よ

り
フ
ツ
族
か
歌
楳
を
取
っ
た
か
、
そ

の
後
も
政
情
は
安
定
せ
ず
、
ウ
ガ
ン

ダ
に
礁
難
し
て
い
た
ツ
チ
唇
蚤
体

と
す
る
ル
ワ
ン
ダ
愛
国
戦
線
が
９
年

に
ル
ワ
ン
ダ
ヘ
の
武
力
侵
攻
を
開

始
、
内
戦
か
勃
発
し
た
。
難
民
の
帰

国
は
い
ま
だ
に
器
ｒ
て
い
な
い
。

を訴えているのだろうか

も
、
難
民
の
あ
ま
り
の
多
さ
と
悪
条

件
に
は
か
な
わ
な
い
。
道
端
に
は
毎

日
、
新
し
い
死
体
か
置
か
れ
た
。

　
山
田
の
日
記
は
続
く
。

　
「
今
夜
、
神
の
お
告
げ
の
あ
る
人

か
増
え
て
い
る
だ
ろ
’
２
［
国
に
よ

っ
て
命
の
値
段
が
ち
か
う
］
。

テ
ン
ト
で
診
療
　
難
民
が
列

赤
ち
ゃ
ん
に
ア
ム
ダ
と
命
名

師
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
の
苛
波
茂
｛
匹
八
｝

―
岡
山
市
叱
こ
の
難
民
軟
畏
は
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
飛
躍
に
つ
な
が
り
、
鎌
田

ら
の
救
出
の
報
道
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
強

く
印
象
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
今
年
1
0
月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
看
護
婦

岩
田
和
子
（
二
八
百
岡
山
市
―
に
ザ
イ

ー
ル
・
カ
レ
ヘ
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
日

本
人
零
蒙
拠
か
ら
手
紙
が
届
い
た
。

難
民
ら
か
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
を

し
て
い
る
と
言
う
。

　
岩
田
は
、
そ
の
カ
レ
ヘ
で
活
動
し

た
。
「
風
や
に
お
い
ま
で
思
い
出
せ

る
」
と
懐
か
し
み
、
本
国
に
ま
だ
帰

還
で
き
な
い
瓢
民
が
、
そ
れ
で
も
元

気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
Ｉ
弓

　
山
田
ぶ
苗
は
今
、
同
じ
老
人
保

健
施
設
で
お
年
寄
り
を
介
護
し
て
い

る
。
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
機
？

そ
ん
な
に
深
く
考
え
て
い
な
い
し

！
」
「
（
帰
っ
て
か
ら
）
少
し
は
優

し
い
目
で
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か

な
」
。
二
人
は
く
す
っ
と
哭
う
。

　
厳
田
も
、
東
京
で
瓢
し
く
診
聚
し

な
か
ら
言
う
。
「
人
の
た
め
に
体
を

動
か
し
て
み
た
い
。
た
だ
、
そ
れ
だ

け
の
こ
と
で
す
よ
≒

11

　
圓
万
人
襲
う
飢
え
、
コ
レ
ラ

　
道
端
で
力
つ
き
Ｉ
死
の
嵐

「
い
の
ち
安
す
ぎ
る
」

げ
込
ん
可

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
赤
道
直
下
の
ル
ワ
ン
ダ
は
、
コ
ー

・
ｃ
ｌ
や
バ
ナ
ナ
な
ど
か
と
れ
、
本
来

な
ら
飢
え
な
ど
無
縁
の
国
で
あ
る
。

　
そ
れ
が
9
4
年
４
月
、
部
辰
対
立
の

内
戦
か
再
燃
、
大
虐
殺
で
五
十
万
人

以
上
か
犠
牲
に
な
っ
た
。
二
百
万
人

が
７
供
の
手
巻
引
暇
重
い
荷
物
を

抱
え
て
何
百
♂
も
歩
い
て
ザ
イ
ー
ル

な
ど
に
逃
げ
込
み
、
飢
え
と
病
気
に

苦
し
む
難
民
と
な
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
斤
勧
は
早
か
っ
た
。

５
月
に
は
、
岡
山
か
ら
医
師
や
事
務

局
員
ら
が
ル
ワ
ン
ダ
入
り
し
て
阿
院



　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
今
年
1
1
月
、
岡
山
市
の
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
燎
心
｀
忌
夭
学
カ
リ
タ
ス
ホ
ー

ル
。
世
界
助
力
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
か

顛
を
揃
え
た
。
二
回
目
の
「
国
際
貢

献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
。
民
原
沢
装

の
梅
外
代
表
と
、
岡
山
で
国
際
貢
献

活
勣
を
す
る
団
体
の
代
表
ら
が
握
手

を
か
わ
し
た
。

　
　
　
―
－
Ｉ
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｆ
－
―
－
－
－

　
す
ぺ
て
の
価
値
眼
は
平
和
に
あ
る

ー
冒
政
が
常
に
口
に
す
る
言
葉
だ
。

Ａ
Ｍ
ｐ
Ａ
の
理
念
は
「
よ
き
医
療

よ
宍
将
来
」
ぺ
こ
の
理
愈
の
も
と
で

医
家
紋
蓼
ｉ
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

俘
つ
。
『
相
互
扶
助
』
に
よ
り
『
相

互
信
頼
』
が
生
ま
ひ
９
そ
れ
が
「
平

和
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
、
と
菅
波

は
言
う
。

　
「
酉
の
ジ
ュ
↑
プ
東
の
オ
カ

す
れ
ば
岡
山
は
’
東
の
ジ
晋
Ｔ
Ｚ
　
性
化
」
奮
丁
ワ
ー
ド
に
残
Ａ
Ｍ
Ｄ

と
な
る
」
。
習
彼
ら
の
夢
は
ひ
ろ
が
　
Ａ
か
働
き
、
岡
山
が
勣
い
て
い
る
。

人
間
な
の
だ
か
ら
　
お
互
い

助
け
合
う
Ｉ
そ
れ
が
「
平
和
」
に

　
Ａ
Ｍ
ｐ
Ａ
。
本
部
は
岡
山
市
街
地

の
酉
国
道
１
８
０
号
沿
い
の
個
人

医
院
（
同
市
推
犀
）
に
桝
え
る
。

　
戈
砥
く
な
い
一
馬
パ
ソ
コ
ン
　
世
界
に
多
く
の
医
家
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
あ
　
岡
山
の
寡
鄙
で
は
専
従
ス
タ
ッ
フ
　
　
＊
　
＊
　
＊
　
　
　
師
や
医
誉
刄
に
呼
び
掛
け
、
医
療

と
刄
賢
が
戴
酋
聡
宕
む
だ
か
活
気
　
る
申
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
真
骨
頂
は
犀
　
（
環
孤
Ｕ
心
が
現
地
の
價
暇
暇
残
　
「
内
戦
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
キ
ャ
　
救
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
駆

に
満
ち
、
英
文
で
届
く
フ
ァ
ク
ス
か
　
急
医
療
後
句
「
罰
レ
ベ
ル
。
の
活
動
　
莱
や
医
覆
冊
な
ど
の
手
配
に
追
わ
　
ン
プ
で
侈
励
き
な
か
っ
た
」
。
菅
　
け
回
っ
た
。

世
界
と
向
き
合
っ
て
い
る
こ
と
奮
つ
　
は
政
府
間
の
翼
整
に
手
惘
取
る
。
急
　
れ
焉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
多
く
か
け
　
波
は
そ
の
「
く
や
し
さ
」
が
1
6
年
た
　
今
年
、
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
認
定
さ
れ

a
&
4
￥
0
　
　
　
　
　
　
4
＠
4
1
援
ｆ

ｚ
Ｑ
Ｑ
Ｍ
Ｓ
　
ｇ
ｔ
ｙ
手
伝
い
。
「
本
郵
で
の
後
方
　
っ
た
今
も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
　
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
厚
瓜
は
、
そ
｛
じ
た

国
際
貢
献
フ
ォ
ー
フ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー

も
次
々
に
開
催
、
Ａ
４
判
の
年
表
は

も
う
四
捻
日
が
終
わ
り
か
け
べ

　
世
界
に
多
く
の
医
家
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
あ

出
し
て
い
く
。
派
淮
は
独
自
判
断
だ

っ
た
り
、
国
運
か
ら
の
驀
誘
だ
っ
た

り
す
る
。

　
岡
山
の
寡
鄙
で
は
専
従
ス
タ
ッ
フ

（
細
‘
一
）
。
そ
の
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
に

″
困
ウ
だ
人
の
お
役
に
立
て
る
’
充

実
眼
が
浮
か
ぷ
。

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
「
内
戦
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
キ
ャ西

日
本
医
学
生
ア
ジ
ア
　
　
＊
ｊ
＊
　
＊

は
、
医
学
生
二
人
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
難

民
キ
ャ
ン
プ
ヘ
駆
け
つ
け
た
。
だ
か
、

既
に
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
一
巡
と
連
舞

し
て
軟
便
震
動
謳
嗣
、
キ
ャ
ン
プ

に
根
を
張
っ
て
い
た
。
岡
山
か
ら
い

き
な
り
飛
び
込
ん
で
も
、
衝
動
の
場

は
な
か
っ
た
。

　
『
国
際
敦
畏
敬
勲
は
醤
累
だ
け
で

は
認
回
り
ず
る
。
情
暇
収
集
や
受
け

皿
の
拠
点
か
必
驀
だ
』
。
わ
ず
か
一

幕
関
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ

か
ら
帰
国
し
た
管
絃
は
ア
ジ
ア
の
医

　
ス
タ
ッ
フ
ガ
、
’
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
精
勤
　
や
す
い
」
と
り
漏
え
ぺ
だ
吻
ら
　
’
支
援
。
だ
れ
で
も
で
き
る
仕
草
か
あ

年
辰
」
を
つ
く
っ
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
　
石
十
二
時
間
円
の
活
動
那
殆
″
を
　
る
」
と
、
事
務
局
長
の
近
豚
祐
次

マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
神
戸
、
サ
ハ

。
リ
ン
ー
8
4
年
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
誕
生
以

来
、
茫
厨
け
た
医
厭
援
助
は
計
一
一
十

五
。
海
外
支
警
猫
カ
国
に
瑞
吻

『

｜

ミ

兎
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局
慧
０
８

６
・
２
８
４
・
７
７
３
０

の
善
意
と
と
も
に
、
さ
ら
に
幅

広
い
胆
勣
を
し
た
い
と
家
政
を

い
た
り
励
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
。
問
い

に
順
順
国
一
回
開
白

寄
せ
ら
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務

り
ｒ
）
ま
す
。
私
た
ち
は
皆
さ
ん
局
ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

燃
や
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
資
金
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
応
援
豪
受
ぢ
く
お
願
い

　
事
務
局
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
万
が
来
て
下
さ
り
、
ま
た
。

活
勣
驚
に
と
温
か
い
寄
付
を
頂

　
活
動
は
「
緊
急
救
援
」
だ
け
で
は
　
「
酉
の
ジ
ュ
↑
プ
東
の
オ
カ
　
を
か
わ
し
た
。

な
い
。
マ
ニ
ラ
の
ス
ラ
ム
、
ネ
パ
ー
　
ヤ
マ
」
も
大
き
な
目
纂
。
教
育
と
医
　
1
0
月
に
も
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
緊
急

ル
の
無
医
村
な
ど
で
地
域
医
瘤
ｗ
良
　
療
と
家
数
乖
ハ
切
に
す
る
岡
山
の
精
　
救
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
か
開
か
れ
た
ぱ

を
長
期
的
に
畏
開
。
言
葉
な
ど
の
問
　
神
鳳
土
恚
嘉
に
、
民
間
人
道
援
助
　
か
り
。
岡
山
に
海
外
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

題
か
ら
両
足
な
医
療
奮
答
咎
れ
な
・
の
国
原
拠
点
を
岡
山
に
つ
く
る
。
国
　
集
ま
る
。

い
在
日
の
外
国
人
も
視
野
に
入
れ
、
際
貢
献
大
幸
歯
感
も
あ
る
。
「
そ
う
　
「
国
際
人
道
援
助
」
と
「
岡
山
の
活

東
京
と
大
阪
に
「
国
際
医
家
情
報
セ

ン
タ
ー
」
を
開
い
て
い
る
。

た
っ
た
5
7
0
円
で
栄
養
失
調
の

子
供
た
ち
が
教
え
る
と
い
う
の
に

　
「
五
百
七
十
円
あ
れ
ば
一
人
の
栄

贅
失
調
の
子
供
か
救
え
ま
す
。
こ
う

瞥
か
れ
た
本
に
出
会
っ
た
の
は
、
文

弁
論
大
金
。
岡
山
市
の
女
ｆ
｀
徒
は
、

こ
う
切
り
出
し
た
。

　
生
徒
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
祚
加

し
ぶ
？
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
訪
れ
、
ル
ワ

ン
ダ
難
民
に
つ
い
て
調
べ
る
。
募
金

で
Ｉ
｝
一
万
円
ほ
ど
粟
め
た
。
と
こ
ろ
か
、

学
校
の
暗
愚
ま
り
に
、
鶏
糞
の
多

い
日
は
金
額
に
し
て
八
万
円
早
ヱ
に

上
る
、
と
あ
っ
た
。

　
「
私
た
ち
は
、
毎
日
百
人
以
上
の

命
の
俵
を
捨
て
て
い
る
こ
と
に
な

る
」
。
弁
論
は
こ
う
暁
き
、
「
ル
ワ

ン
ダ
の
人
々
の
墨
思
見
原
す
と
、

は
動
く

入
間
ら
し
く
生
き
る
に
は
多
く
の
支

え
が
必
要
な
こ
と
が
分
か
る
」
「
募

金
は
、
こ
の
大
切
な
こ
と
に
気
づ
か

せ
て
く
れ
た
」
と
結
ん
だ
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
「
善

意
」
が
秦
図
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

お
金
や
物
で
あ
っ
た
り
、
労
働
奉
仕

で
あ
っ
た
り
す
る
。
小
遣
い
と
か
年

金
を
た
め
た
孟
｀
や
お
年
寄
り
か
ら

だ
っ
た
り
、
企
県
や
団
体
か
ら
の
ま

と
ま
っ
た
寄
忖
だ
っ
た
り
す
る
。

　
海
外
に
医
師
を
聚
温
し
、
救
援
物

Ｓ
４
９

Ｓ
ｌ
ｔ
ｊ
額
に
の
ぽ
る
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
運
営
費
は
、
こ
う
し
た
「
善

蜜
ｒ
と
国
運
’
i
i
S
’

1
1
a
l
t
!

ど
か
ら
の
助
成
・
補
助
金
、
そ
れ
に

金
蔵
約
八
百
五
十
人
の
兪
費
（
医
師

一
万
五
千
円
、
一
般
七
千
五
百
円
、

厚
生
五
千
凧
単
負
万
円
、
賛
助

二
千
円
‥
ｎ
い
ず
れ
も
年
額
）
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
る
。

　
「
寄
せ
ら
れ
た
。
善
男
は
、
幕

民
キ
ャ
ン
プ
で
注
射
液
や
薬
な
ど
に

使
わ
れ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
通
し
て
、

人
道
援
助
に
直
接
つ
な
か
っ
て
い
る

わ
け
で
す
」
と
近
藤
事
務
局
畏
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
誕
生
し
て
ｎ
年
。
岡

山
で
、
全
国
で
、
「
草
の
根
の
国
際

貢
献
」
の
輸
か
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

い
た
た
ま
れ
な
い
心
の
叫
び

　
　
　
梵
甦
髪
校
長
高
木
貞
子

　
「
感
性
」
を
大
切
に
し
た
い
と
、

い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
情
報
化
時
代
で
す
。
恵
ま
れ
な
い

環
境
の
人
か
ら
、
弱
い
立
場
の
人
か

ら
、
災
腎
や
同
県
な
ど
で
被
害
を
甕

け
た
人
か
ら
、
悲
痛
な
声
か
発
償
さ

れ
て
き
ま
す
。

や
る
。
「
い
た
た
ま
れ
な
い
」
と
い

｝
？
心
の
叫
ぴ
が
自
分
肩
身
に
沸
い
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
校
で
は
女
性
の
視
点
を
生
か
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
福
祉
施
瞑
を
訪
ね
て
触
れ
合

う
、
地
域
の
贋
帰
、
ユ
ニ
セ
フ
募
金

に
協
力
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏
会
『
・
・

と
内
容
は
様
々
で
す
。
ジ
ン
バ
ブ
工

に
学
用
品
の
送
付
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

里
麟
運
動
に
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
国
諏
又
庶
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
艮
さ
を
見
哨
め
な
が
ら
視

野
の
広
い
人
に
、
と
の
願
い
で
、
中

学
校
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
で

は
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
先
日
。
本
校
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
師

の
お
新
皆
｛
ぶ
か
い
ま
し
た
。
生
徒

ｓ
ａ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
で
何
か

か
毎
た
と
思
い
ま
す
。
皐
辺
な
こ
と

で
い
い
。
国
際
貢
献
に
つ
な
が
る
こ

と
で
も
い
い
。
「
い
た
た
ま
れ
な
い

心
の
叫
び
」
か
ら
の
盾
勘
案
ハ
切
に

育
て
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て

の
ご
意
見
、
ご
誤
想
を
左
記

に
お
答
せ
く
だ
さ
い
。

　
〒
霧
岡
山
市
柳
町
２
Ｉ
Ｉ

Ｉ
2
3
山
陽
新
聞
社
堅
局

「
ア
ム
ダ
保
」

Λ
企
画
・
制
作
山
陽
新
聞
社
広
告
局
Ｖ
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